２　宝暦の明細帳

宝暦の明細帳　　　　　この明細帳は、表紙ならびに数葉が失われ、泊村の後半から園村・宇谷村についで羽合郷に入

（調製年月不明）　　り、宇野村から書きはじめている。
　　　　　　　　　　　　　　○

宇野村　　　　　　　　　　宇野村　　土代　壱石八斗　　　　免五ツ分

朱高　百七拾四石三斗五升四合（朱書、この項以下同じ）

一高　　百八拾八石四斗四升弐合

　内畑高　　三拾八石八斗弐合

御蔵分　橋津御蔵納

　　　　　　　　　　一米　拾六石　　　　　悪田并ニ定加損

　　　　　　　　　　一米　五　石　　　　　塩浜役

　　　　　　　　　　一銀　四　匁　　　　　薮　役

　　　　　　　　　　一棟　五軒役高　　　　百　人

　　　　　　　　　　一氏神　三宝荒神

　　　　　　　　　　一一向宗　安楽寺（註東派）

　　　　　　　　　　一人数　四百九人
　　　　　　　　　　　　内　弐百九人　　男

　　　　　　　　　　　　内　百九拾壱人　女

　　　　　　　　　　　　内　壱　　人　　　禅門

　天　　中ノ上

　人　　中ノ下　

　地　　中ノ上

一小猟船　六艘　　　　御運上銀拾八匁

一鰯網　　五側　　　　同　　　六拾五匁

一同　　　壱側　　　　同　　　拾匁

　宇谷村より宇野村迄十九丁

　右小浜村より宇野村迄７ヶ村

　　浜辺筒加庄（註、この項朱書）

　　　（註、人数が８人不明であるが、これは安楽寺家内が脱落したものか）

　　　　○

橋津村　　　　　　　　　　湊　村　　土代　壱石九斗　　　免　七ツ壱分

　　　　　　　　　　　朱高　弐拾石五斗四升弐合

　　　　　　　　　　一高　　五拾石三斗七合

　　　　　　　　　　　内畑高　拾四石九斗三合

　　　　　　　　　　　御蔵分　橋津、御蔵棟数拾弐間（註、間は軒、棟数）　戸口三拾四戸前

　　　　　　　　　　一米　五石五斗　　　　　定加損

　　　　　　　　　　一氏神　湊　大明神　　無役所（註、棟役高の割当を免ぜられ出役人夫必要なし）

　　　　　　　　　　一御国礼　十四番観音堂

　　　　　　　　　　一浄土宗　西蓮寺

　　　　　　　　　　一法花宗　実相寺　

　　　　　　　　　　一人数　九百六人

　内　四百七拾弐人　男

　　　　　　　　　　　　同　四百弐拾四人女

　　　　　　　　　　　　同　六人　　　　　禅門比丘尼

　　　　　　　　　　　　同　弐人　　　　　医　者

　　　　　　　　　　　　同　弐人　　　　　神職田中主膳家内

天　　上ノ上

人　　上ノ中

地　　上ノ中

一土橋長弐拾四間　横弐間五尺

一問屋　四軒

一宇野村より湊村江弐拾弐丁

一廻船　三拾艘　御運上銀弐百七拾弐匁弐分

一大猟船拾弐側（註、艘か）　同　拾匁

一梶　船　　七艘　　　　　　同　拾弐匁

一川　船　　六拾六艘　　　　同　三百目

一鰯　網　　壱側　　　　　　同　拾参匁

一引　網　　壱側　　　　　　同　拾匁

一御　蔵　十二間、御米四万七千俵EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おさまり),納)候極り
　（註、この次に左の符EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せん),箋)がある）

　当御蔵所御火消備へ近年ハ近近村々へ遣し候へ共碇（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しか),聢)）と不付役風儀ニ成行申趣、可有御座、後ニ聞届候へ共、若急処御用之節ハ御為如何ニ下廻大庄屋宗旨庄屋時ニ随遠近定候間、御急場入作廻人迄も定置、在人夫も遠方ハ用立不申候間、近村へ割付被遊火消日々参村江調置、万一処々不働之村々ハ村役人共急度可被　仰旨被為　仰付候ハゝ如何可有御座候哉
　○

上橋津村　　　　　　　　　上橋津村　　土代　壱石八斗　　免　五ツ六分

　　　　　　　　　　　朱高　百弐拾五石八斗八升八合

一高　　百六拾七石五斗三升九合

内畑高　四拾三石

御蔵分　橋津御蔵納

　　　　　　　　　　一米　拾石　　　　　　定加損

　　　　　　　　　　一銀　六拾匁　　　　　池　役

　　　　　　　　　　一同　三匁八分　　　　籔　役

一棟　弐軒役高　　　　四拾人

一氏神　三宝荒神

　天　　下ノ下

　人　　下ノ中

　地　　下ノ上

一人数　百　壱人

内　五拾六人　　　男

同　四拾四人　　　女

同　壱　　人　　　禪門

一古城　壱ヶ所　　　　吉岡何某

　○

南谷村　　　　　　　　　　南谷村　　土代　壱石七斗　　　免　四ツ七分

　　　　　　　　　　　朱高　百弐拾七石三斗五升弐合

一高　　百七拾弐石八斗七升九合

　　内畑高　拾六石五斗壱升

　御蔵分　橋津御蔵納

　　　　　　　　　　一米　拾石　　　　　　悪田加損

　　　　　　　　　　一銀　三拾五匁　　　　池　役

　　　　　　　　　　一同　弐匁三分　　　　籔　役

　　　　　　　　　　一棟　弐軒役高　　　　四拾人

　　　　　　　　　　一氏神　天満天神

　　　　　　　　　　一人数　百拾四人

　　　　　　　　　　　　内　六拾三人　　　　男

　　　　　　　　　　　　同　五拾人　　　　　女

　　　　　　　　　　　　同　壱　人　　　　禪門

　　　　　　　　　　　天　　中ノ上

　　　　　　　　　　　人　　下ノ下

　　　　　　　　　　　地　　中ノ上

　　　　　　　　　　一小早　壱艘　かんこ　四艘

　　　　　　　　　　　乄　　五艘　御運上銀　八匁五分

　　　　　　　　　　　　　　○

赤池村　　　　　　　　　　赤池村　　土代　壱石九斗　　免　五ツ三分

　　　　　　　　　　　朱高　弐百拾八石六斗六升七合

一高　　弐百五拾七石九斗三升六合

　内畑高　拾壱石弐斗四升弐合

　　　　　　　　　　　橋津御蔵納

ノ内給所　北村安之丞
一米　六石　　　　　　悪田加損

一銀　弐拾五匁　　　　川　役

一棟　壱軒役高　　　　弐拾人

一氏神　荒神

一人数　三拾八人

　　内　拾九人　　　　男

　　同　拾八人　　　　女

　　同　壱　人　　　　禪門

　天　　中ノ中

　人　　下ノ下

　地　　中ノ下

　　　　○

光吉村　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふ),布)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こう),河)村　　土代　壱石九斗　　免　五ツ九分

　　　　　　　　　　　朱高　五百三拾五石九斗五升七合

　　　　　　　　　　一高　　五百八拾四石六升壱合

　　　　　　　　　　　　内畑高　三拾壱石五斗四升八合

　　　　　　　　　　　　御蔵分　橋津御蔵納

　　　　　　　　　　一米　拾石　　　　　　悪田加損

　　　　　　　　　　一銀　壱匁四分　　　　籔　役

　　　　　　　　　　一棟　三軒役高　　　　六拾人

　　　　　　　　　　一氏神　三宝荒神

　　　　　　　　　　一人数　百九拾人　　

　　　　　　　　　　　　内　百弐人　　男

　　　　　　　　　　　　同　八拾五人　　　女　

　　　　　　　　　　　　同　弐　人　　　　禪門比丘尼

　同　壱　人　　　　山伏吉祥院

　　　　　　　　　　　天　　中ノ中

　　　　　　　　　　　人　　下ノ中

　　　　　　　　　　　地　　中ノ上

　　　　　　　　　　一湊村より布河迄八丁

　　　　　　　　　　　　　　○

上浅津村　　　　　　　　　上浅津村　　　土代　壱石九斗　　免　五ツ九分

　　　　　　　　　　　朱高　五百八拾九石五斗六升

　　　　　　　　　　一高　　六百三拾五石七斗七升四合

　　　　　　　　　　　　内畑高　弐拾八石八斗七升

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋津御蔵納

　　　　　　　　　　　　ノ内給所　矢野兵庫

　　　　　　　　　　　　　　　　　石原靭負

　　　　　　　　　　　　　　　　　和田藤馬

　　　　　　　　　　一米　壱石五斗　　　　悪田加損

　　　　　　　　　　一米　拾石　　　　　　池　役

　　　　　　　　　　一棟　拾三軒役高　弐百六拾人

　　　　　　　　　　一氏神　鷺大明神

　　　　　　　　　　一人数　七百四拾三人

　　　　　　　　　　　　内　三百六拾八人　男

　　　　　　　　　　　　同　三百六拾壱人　女

　　　　　　　　　　　　同　拾壱人　　　　禪門比丘尼

　　　　　　　　　　　　同　壱　人　　　　医　者

　　　　　　　　　　　　同　弐　人　　　　座　頭

　　　　　　　　　　　天　　中ノ上

　　　　　　　　　　　人　　下ノ下

　　　　　　　　　　　地　　中ノ上

　　　　　　　　　　一小早　拾艘　　　　　御運上銀拾弐匁

　　　　　　　　　　一草苅（註、舟）弐拾艘　同　弐拾四匁

　　　　　　　　　　一かんこ（〃）　弐拾九艘同　四拾三匁五分

　　　　　　　　　　　　　　○

下浅津村　　　　　　　　　下浅津村　　　土代　壱石九斗　　免　五ツ五分

朱高　六百拾六石弐斗五合

一高　　六百六拾弐石弐斗壱升八合

　内畑高　三拾石八斗五升壱合

　御蔵分　橋津御蔵納

一米　拾三石　　　　　悪田加損

一米　七　石　　　　　池　役

一銀　八匁弐分　　　　籔　役

一棟　五軒役高　　　　百人
一氏神　荒神

一一向宗　　　　　　　香宝寺（註、西派）

一人数　弐百五拾人　

　　内　百拾壱人　男

　　同　百三拾三人　女

　　同　七人　　　　　禅門比丘尼

天　　　中ノ上

人　　　下ノ中

地　　　中ノ上

　　　　　　　　　一草刈　　三拾艘　　　　御運上銀三拾四匁八分

　　　　　　　　　一かんこ　　弐艘　　　　同　　　三匁

　　　　　　　　　　　　　　○

水下村　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みぞ),水)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おち),下)村　　　土代　壱石九斗　　免　五ツ弐分

朱高　三百拾壱石三斗壱升三合

一高　　三百弐拾六石五斗六升三合

内畑高　拾三石九斗八合

　　　　　　　　橋津御蔵納

ノ内給所　山田久左衛門

一米　七　石　　　　　　悪田加損

一銀　三匁三分　　　　　籔　役

一棟　壱軒役高　　　　　弐拾人

一氏神　牛頭天王

一人数　百人

　　内　五拾壱人　　　　男

　　同　四拾九人　　　　女

　天　　中ノ上

　人　　下ノ中

　地　　中ノ上

　　　　○

久留村　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひさどめ),久留)村　　　　土代　壱石六斗　　免　三ツ五分

朱高　弐百六拾壱石四斗九升四合

一高　　三百弐拾四石七斗四升九合

内畑高　三拾七石七斗六升四合

　内　三拾四石三斗九合　大豆御免

御蔵分　橋津御蔵納

一米　三石弐斗　　　　定加損

一氏神　久留大明神

一無役所

　天　　下ノ中

　人　　下ノ下

地　　下ノ上

　　　　　　　　　一人数　六拾七人

　　　　　　　　　　　内　三拾九人　　　男

　　　　　　　　　　　同　弐拾八人　　　女

　　　　　　　　　　　　　○

長瀬村　　　　　　　　　長瀬村　　　　土代　壱石九斗　　免　五ツ八分
　　　　　　　　　　朱高　千六百八拾八石九斗壱升三合
一高　　千九百拾五石七斗七合

内畑高　弐百壱石壱斗五升七合

　内　九拾四石六斗四升八合　大豆御免

御蔵分　橋津御蔵納

　　　　　　　　　一米　拾　石　　　　　悪田加損

　　　　　　　　　一銀　三拾匁　　　　　海　役

　　　　　　　　　一同　五拾五匁　　　　川　役

　　　　　　　　　一棟　弐拾九軒役高　　五百八拾人

　　　　　　　　　一氏神　一宝大明神

　　　　　　　　　一一向宗　勝福寺（註、西派）

　　　　　　　　　一天神川渡　拾九石六斗

　　　　　　　　　一宿馬　拾壱匹

　　　　　　　　　　天　　中ノ上

　　　　　　　　　　人　　下ノ下　

　　　　　　　　　　地　　中ノ上

　　　　　　　　　一人数　八百六拾六人

　　　　　　　　　　　内　四百四拾九人　男

　　　　　　　　　　　同　三百九十一人　　　女

　　　　　　　　　　　同　弐　人　　　　医者

　　　　　　　　　　　同　七　人　　　　禅門

　　　　　　　　　　　同　壱　人　　　　座頭

　　　　　　　　　　　同　拾六人　　　　鉢屋男女

　　　　　　　　　一御礼場　（註、番号次ぐ）

　　　　　　　　　一大塚村迄（註、東伯町逄束）三里拾壱丁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駄賃壱匁九分

　　　　　　　　　一松崎　弐里　　　　　同　壱匁

　　　　　　　　　一泊村へ弐里拾壱丁　　同　壱匁弐分

　　　　　　　　　一穴鴨村へ五里　　　　同　弐匁五分

　　　　　　　　　一橋津村へ拾四丁

　　　　　　　　　一小猟船　六艘　　　　御運上銀八匁

　　　　　　　　　一鰯　網　三側　　　　古網

　　　　　　　　　一同　　　三側　　　　新網御運上銀百目

　　　　　　　　　　　　　○

田後村　　　　　　　　　田後村　　　　土代　壱石九斗　　免　五ツ四分

朱高　千五拾三石九斗七升三合

一高　　千八拾三石五斗七合

　　内畑高　五拾九石五斗六升九合
　　ノ内給所　池田能登　乾　茂右衛門

　　　　　　　山岡佐仲　隠岐権左衛門

　　　橋津御蔵納

一米　弐拾石　　　　　悪田并定加損

一銀　拾七匁七分　　　籔　役

一棟　拾壱軒役高　　弐百弐拾人

一氏神　大宝天王

一人数　四百三人

　　内　弐百弐拾三人　男

　　同　百六拾七人　　　女

　　同　三　人　　　　　　禅　門

　　同　三　人　　　　　　医　者

　　同　七　人　　　　　　鉢屋男女

右湊村より田後村迄拾壱ヶ村

羽合河村郷（註、朱書）

宝暦年間と推定し　　　上の明細帳は、表紙脱落で宝暦何年の調製であるか不明であるが、この内に、清谷村船越大和
た根拠　　　　　　　家内うんぬんと、橋津（湊村）神職田中主膳家内弐人と明記されてあるので、これによって、宝暦年間の調製であることが推定出来る。いま一つは、宝暦８（１７５８）年に「１１月因伯作高帳・地利米帳・山林帳ヲ郡村ニ命シ献進セシメラル」、また「宝暦１１（１７６１）年２月３日幕府巡見阿部内記、伯州赤崎ノ佐伯家ニ止宿ス」＝因伯大年表＝とあり、神職船越大和守金之丞は
「宝暦４甲戍年８月１０日就職、寛政元已酉年４月２６日歿、在職３６年」

　と同家系図に出ているので上の明細帳を大体宝暦ごろと推定したわけである。そのうえ、元文の明細帳と、宝暦の明細帳の各部落の高とを比較してみても、わずかに上昇しているのみで、たいした差がないことも、元文とほど遠からぬ年代の明細帳であると認めてよい。

部落単位の賦課基　　　宝暦の明細帳に、各村とも村名の下に「土代」とあるのは、一反歩の平均生産米高のことで、

準　　　　　　　　　農産米を基準としてみたその村のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なみ),並)がわかるわけであり、「五ツ五分」などと記してあるのは、年貢割り出しについての利率のことで、年貢の内から定加損とか、悪田加損とかを引き去って計出された純年貢を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),物)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なり),成)」というのである。一軒役高二拾人とあるのは、その村が年内に公役に繰り出さねばならぬ人夫役のことで、そのほか、川役・池役・籔役・海役・船役・網役等は、これらに対する雑税のことで、税金は現金を立前とし、これを「運上」といった。つまり年貢はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),租)で
土免状　　　　　　　あり、運上はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),税)である。こういう種類のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),租)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),税)とを各村にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふ),賦)課した指令状を「土免状」といい、その題目に「遣定土免之事」と書いてある。土免状については、さきに田後の土免状を掲げたが、いま一通下浅津土井家に嘉永元年の土免状があるが、ここには省略する。江戸時代の租税EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふ),賦)課は現代のような個人単位でなく、部落単位のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふ),賦)課法であった、部落内の操作は庄屋以下諸役人の責任であり、まとめて納米納税するのは庄屋の責任であった。中庄屋・大庄屋はその監察・督励であった。
藩に貢献した報償　　　宝暦の明細帳の人口に神職・僧侶その他特別な人数が書いてあるのは、無役といって、年貢の

として免除された　　賦課出役を免ぜられている特別な人の人口で、男女別も書きわけてない。久留村を無役所として
軒役　　　　　　　　いるのは、多分旧天神川河跡の水田化に多大な労務を提供し、藩年貢増収に貢献した部落民の功績の報償として軒役を免ぜられていたものと思える。
各村毎に品行の等　　　各部落に「天・人・地」の３種目に上・中・下の３等級が示されているが、その部落の環境・
級を定める　　　　　人情・地味の品等を示したものかと推察される、上・中・下をさらにまた各等について上・中・下を付しているから、つまり９品等に分けて観察評価したものと思える。
　　　　　　　　　　　「給所何某」とあるのは、その村の年貢が、家中の武家の祿高として直接上納するを立前として、一時橋津御蔵預りとしたもので、その武家は切手を以って御蔵から必要に応じて払米されたものであろう。

宝暦年間と現代と　　　各部落とも現在人口をここには掲げないが、各村々について、藩政期のこの頃の人口と比較し
の人口比較　　　　　てみれば、いかに増加しているかに驚かされるであろう。この変化は明治維新直後から起こったもので、以前の「まびき」の慣例と、農民生活苦とを考え合わせていただきたい。
船と人の多かった　　　また、橋津（湊村）の船数の多いこと、人数９０６人は、長瀬の８６６人よりも４０人も多い

橋津　　　　　　　　のを見ても、橋津が御蔵に依存して栄えていた当時がしのばれる。「伊勢は津でもつ津は伊勢でもつ、尾張名古屋は城でもつ」と歌われた古謡が連想される。橋津の廻船や御手船については、藩の御手船日記により詳しく調べておく必要があるが、このことは後述の「橋津藩倉史」にゆずる。

重要な天神川渡　　　　長瀬は以前から宿場であり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うま),馬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つぎ),次)問屋もあり駄馬拾壱EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぴき),疋)を常置していて、上代、中世のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くつが),笏賀)の駅の役割りを近世につとめたことになる。また、ここに「天神川渡」１９石６斗を給せられているのは、鳥取～米子間の街道のうち、海岸沿いの渡し場として重要視されていたものであろう。上井の渡給は９石６斗であることと考え合わせていただきたい。
　　　　　　　　　　　なお、明細帳の中には、元文と宝暦の中間と思われる因伯両国の各部落ごとの石高帳が田後の古庄屋にあったが、これも表紙が失われていて年代がはっきりしないので、比較資料から省略した。

年貢率の高低　　　　　宝暦帳によれば、橋津（湊村）のごとく非常に年貢率（免）の高いところがあり、竹田庄恩地のごとく、軒役人数割り当てのとびぬけて高いところもあるのは、何を基礎にしたものか、将来の課題として考えたい。

当時の収入源　　　　　最後に、一体このごろの各農村部落の産米高と人口とをにらみあわせて見て、食糧絶対量は果たして不足していたかどうかという問題がある。たとえば、湊村のごときは人口９０６人に対して、生産米高は５０石３斗余りで、１人当り１年分の食糧は５升５合しかない。１日平均３合を消費するとして見ても、１８日分しかなく、年間３４７日分の不足を生ずる。その上、免が７割１分の年貢であるから、１人分の年間食糧米は約３分の１で１升６合しかない。これは何によって補ったかというと、橋津藩倉による内陸の米の運送、大阪廻米の運送賃、沿岸各港との取引等の運送業、仲仕、商業による現金収入を主体として生活していたことがうかがえる。
自給自足の農村生　　　湊村の人口と大差のない長瀬村は、８６６人に対して産米高は１９１５石７斗余りで、１人当

活　　　　　　　　　り年間２石以上、また田後村は、人口４０３人で長瀬村の半分にみたないのに、産米高は１０８３石５斗余もあり、１人当り年間食糧米２石７斗弱となり、現代の農村食糧絶対量より、大分余裕があったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はず),筈)である。ところがこの時代の事情は逆で、水呑百姓は年中不足がちの雑食ですまさねばならなかった。その食い違いはどこにあったか、それは前記明細帳にもあらわれているように、まず水呑百姓（小前の者）の双肩には

　　　　　　　　　　　長瀬村免５ツ８分、田後村免５ツ４分（つまり藩への年貢米５割８分～５割４分）のほかに、地主への地利米・村の掛り米を引き去れば、水呑百姓（小前の者＝小作人）の手の内に残るものは２割乃至２割５分、すなわち５斗５升乃至６斗位しかないことになるからである。肉体労働によってエネルギーを消耗する農民の米食は、年間１石内外は是非必要であったことは、４千年前からのオリエンタル（近東）の古代歴史が証明している事実であり、それが封建の江戸時代に生活した下層農民の姿であった。つまり、この時代の下層農民は、この歴史の鉄則の半分にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),充)たない食糧しか与えられなかったのである。
骨格の小さかった　　　近年、江戸時代下層民のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がい),骸)骨が、平均身長１.５７～１.６０メートルくらいで、比較的小さかっ
江戸時代の農民　　　たことは解剖学や考古学の面で証明されだしており、この辺にその理由がひそんでいるのかも知
武士と地主を養っ　　れない。兵・農未分離の時代から、武士という非生産階級が生まれ、兵・農が全く分離して農民
た下層農民　　　　　は武士と地主を養わねばならなかった。こうした負担が、農民の双肩にかかっていたうえに封建時代には有無相通ぜず、ほとんど自給自足の経済社会の中で、一旦天災・地変に遭遇すれば、はかり知れない悲惨な運命にみまわれることもしばしばあった。この事実は、前述の香宝寺過去帳にも現われている。
　　　　　　　　　　　以上、藩制時代の明細帳を検討してみて、歴史的事実の一端をとりあげておいたのであるが、こうした資料は、検討のし方によっていろいろな歴史評価が生まれるであろうが、話題を一転して、「長瀬村利七漂流奇譚」と「長瀬村百姓一揆」の資料をとりあげてみることとする。
（元）








